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I. 大衆文化における“heile Welt”の表象

　ドイツ語の“h
ハイレ

eile W
ヴェルト

elt”の h
ハイル

eilという語は、「無傷の」という意の形容詞であり、Welt「世界」

という単語と一緒に用いられる場合、日本語では、たとえば「ユートピア」などと訳されること

もあるが、ぴったりと対応する訳語はない。このことばで表されるイメージで、多くの日本人に

とっておそらくもっとも想起しやすいのは、TVアニメーションの『アルプスの少女ハイジ』（ズ
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要　　旨
　ドイツ語の“heile Welt”（「無傷の世界」）は、「ユートピア」という意味で肯定的に用いられると同時
に、通俗性を批判するクリシェとなっている。
　その“heile Welt”を描く代表格として Ludwig Ganghofer（1855-1920）がいる。彼は、彼の描く「郷土」
「高地」「農村」のイメージから、ドイツ・ナショナリズムの体現者とされ、こういったイデオロギー批
判的言説は、いまなお学術界に根強くある。
　一方ジャーナリズムの Ganghofer像は、ナチス時代から戦後を通じた彼の「郷土映画」と関連している。
1950年に出版された詩集から広まった“heile Welt”は、戦後のドイツ的アイデンティティの再構築と
関わった「郷土映画」における表象そのものであった。
　しかし 1960年代になり、「郷土映画」などの復古的な 1950年代の文化は批判にさらされ、それとと
もに Ganghoferが描く“heile Welt”も欺瞞的な「キッチュ」とされていくようになった。
　このように“heile Welt”とは、ドイツの歴史的、文化的背景があって、初めて理解可能な言い回しな
のである。
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イヨー映像制作、1974年放映）の世界である。すなわち、青い空と白い雲、雪を頂きそびえる

アルプスの山々、深緑の針葉樹の森、色とりどりの花が咲く緑の牧草地、そこでのんびりと群れ

る牛や羊といった牧歌的な自然の風景と、共同体（ゲマインシャフト）的な生活を営む素朴で朗

らかで親切な人々――“heile Welt”とはこういった調和的で幸福な癒しの世界を意味している。

　このことばが実際に用いられるのは、たとえば旅行案内である。バイエルンやチロルの農村、

ドイツ南西部にある「黒い森」、リューネブルクの原野、バルト海沿岸の漁村などが、都会の喧

騒や日常の雑事から離れ、自然のなかで非日常を体験できる“heile Welt”として宣伝される。ド

イツでもっとも売れている旅行ガイドブック MARCO POLOの「黒い森」編筆者の Roland Weis

氏は「南ドイツ新聞」のインタビューで、彼の出身地であり、いまなお住んでいる「黒い森」の

小都市ティティゼー＝ノイシュタットについて次のように答えている。

　ここでは皆がお互いを知っています。まだかなり“heile Welt”が保たれていて、銀行の所

長が樵と並んで常連用のテーブルに腰かけたりしているんです。景色はまたとなく素晴らし

く、［…］ここの人たちには穏やかな朗らかさがあり、哲学的な処世訓を身につけているの

です。1 ）

　さらに、たとえばディズニーのおとぎ話のように、具体的な場所性が取り払われて使われるこ

ともある。意地悪な魔女や継母は罰を受け、主人公は王子様と結婚して生涯幸せに暮らす――こ

ういった穢れのない、愛が溢れる「幸せな世界」が“heile Welt”である。そこはもはや非日常ど

ころか非現実の世界である。

　このように“heile Welt”を憧憬の対象として肯定的に用いる人々がいる一方で、それがおもに

大衆的な文化現象（通俗小説、娯楽的映画・テレビ番組、歌謡曲、休暇旅行等々）において表象

され再生産されるゆえ、その非現実性、通俗性、芸術的価値の低さを一言で批判するための術語

として頻繁に用いられる。すなわち、「ここで描かれているのはせいぜい“heile Welt”だ」、といっ

た具合に。

　以下の週刊誌 Der Spiegelのオンライン版 Spiegel Onlineのポータルサイト einestages2 ）からの引

用 は、エリートと大衆という対立軸によって、“heile Welt”への評価が両極端になることを明確

に示す例である。このインタビューは 2010年、公共放送「第二ドイツテレビ」（ZDF）で 1984

年から 88年まで放映され、ドイツのテレビ史上最高の 60％という視聴率を誇った大人気ドラマ

シリーズ Die Schwarzwaldklinik（『黒い森診療所』）の制作者Wolfgang Rademann（1934-2016）に

対しおこなわれたものである。

einestages：なぜ人々は当時突然、『黒い森診療所』のような 1950年代風のキッチュを求める

ようになったのでしょう？

Rademann：待ってください、『黒い森診療所』は 1950年代風のキッチュなどではありません！

あれは視聴者を非常に魅了した heile Weltだったのです。そして heile Weltはいまなお人気が

あるのです。［…］
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einestages: 大衆はあなたの TVシリーズを愛していました。それに対し批評家たちはあの新

しいソープオペラ 3 ）に泡を吹いて、ドイツのテレビの没落だと言い立てました。このことは

あなたに何も影響を与えませんでしたか？

Rademann：［…］ Der Spiegelが当時『黒い森診療所』を表紙のタイトルのひとつにしたのは、

私にとって名誉なことでした 4 ）。［Der Spiegelという］メディアの旗艦が、大きなテーマと

してテレビドラマシリーズを辛口批評するなんてことは、かつてなかったことだったんです。

［…］

einestages：あなたは戦争の悲惨さや戦後数年の窮状を体験しましたよね。お父さまを早くに

亡くし、1958年にお母さまとともに東ベルリンから避難してきました。シリアスで物事の

本質に迫るような題材を扱おうとは思わなかったのですか？

Rademann：いいえ。そういうのはエリートたちのものです。大衆は美しき heile Weltを好む

ものです。私はそのほうにより面白みを感じます。 5 ）

　現実の社会は決して“heile Welt”ではなく、人々は互いに傷つけ合って生活している。戦争、

テロ、移民排斥、飢餓、自然破壊、スキャンダル、背信、裏切り、政治の腐敗、社会の複雑さ、

生きづらさ、人間の内面の醜さ、こういったものに目を背けず、その問題性をあぶり出すのが文

学や芸術の役割であり使命である――多くの大衆文化批判はおそらくこういった文学や芸術に対

して抱く理想にもとづくものであろう。その意図は理解できるにしても、なぜドイツにおいては

“heile Welt”という概念が、大衆文化を一刀両断するための常套句となったのだろうか。つまり、

“heile Welt”の表象と言説をめぐる問題は、実はドイツ特有の文化的問題として捉えられるので

はないか。というのも、この“heile Welt”という言い回しは、その普遍的なイメージにもかかわ

らず、Werner Bergengruen（1892-1964）が 1950年に出版した詩集 Die heile Weltが起源であると

されており 6 ）、第二次世界大戦後に一般的に使われるようになった概念だからである。

　筆者はこれまですでにいくつかの論文で、いまなおドイツに根強く残る高級（エリート）文化

と大衆（ポピュラー）文化の二分化と、それによる大衆文化理解の問題性について論じてきたが、

本稿では大衆文化批判のクリシェとして機能するこの“heile Welt”の概念そのものに焦点を当て、

“heile Welt”の表象と言説の起源を探り、その「ドイツ的」な問題性を論じる。その具体的な手

がかりとして、本稿では 19世紀の大衆作家 Ludwig Ganghofer（1855-1920）の小説と映画を用いる。

というのもさまざまなところで、Ganghoferはまさに“heile Welt”の代表格として名が挙げられ

るからである。
　上記で引用した 2010年の Rademannのインタビューでは、インタビュアーが“heile Welt”＝

1950年代風のキッチュ（悪趣味なまがい芸術）という図式を抱いていることが分かる。

Rademannが言及している 1985年の Der Spiegelの記事 7 ）によれば、『黒い森診療所』は、1950年

代に流行した「医者小説」（Arztroman）／「医者映画」（Arztfilm）という娯楽文学・映画のジャ

ンルと、「郷土映画」（Heimatfilm） 8 ）とを踏襲しているという。同記事は「医者小説」の代表と

して、戦後のドイツでとりわけ人気を博し、数多くの作品を残したベストセラー作家 Heinz G. 

Konsalik 9 ）の名を挙げている。そして Ganghoferを「郷土映画」の代表とし、次のように揶揄す
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る。

　故郷［映画］の通俗性に典型的なのは、黒い森のなかで実直な救援者が働いており、彼は

自分の命を懸けてでも、軽率なドライバーを雪崩の危険から救い出そうとする。これこそま

さに Ganghoferそのもの（Ganghofer pur）である。そこに当然ブロンドの女性が登場し、民

族衣装を着た子どもたちが優しい叔父の医者先生にソーセージとパンの入った籠を持参す

る、というわけである。10）

　このようにしばしば「通俗性の典型」として槍玉にあがる Ganghoferであるが、彼の小説や映

画の内容について言及しているものはほとんどない。上の引用でも、実際にどの映画のことを指

しているかは定かではない。それゆえ本稿では、Ganghoferの実際の作品を検証し、彼が描く世

界がなぜ、そしていかにして“heile Welt”と言われるようになったのかというところから、“heile 

Welt”の表象と言説の起源と問題性を考えてみたい。

II. Ludwig Ganghofer の経歴と作品

　ドイツ文学史において Ganghoferの名前が言及されるのは、19世紀の「郷土（地方）作家」と

してである。

　ロマン主義的偏向をもった牧歌的な郷土芸術で最大の成功を収めた大衆作家は、たくさん

のバイエルン地方の山岳小
ロマ

説
ーン

と歴史小
ロマ

説
ーン

を書いたルートヴィヒ・ガングホーファー（Ludwig 

Ganghofer 一八五五−一九二〇）で、彼は皇帝ヴィルヘルム二世と市民階級のお気に入りの

作家であった。11）

　Ganghoferが「郷土芸術で最大の成功を収めた大衆作家」であったにもかかわらず、この文学

史の著者は具体的な作品には何ら触れることもなくこの数行で終えている。ドイツ文学史での評

価とは異なり、一般読者に関して言えば、彼の小説はいまなお根強く読まれている。著作権が切

れていることもあり、電子版を含め現在でもさまざまなバージョンで出版が重ねられている。そ

の出版部数は全世界でおよそ 3千万部といわれている 12）。

　Ganghoferは 1855年、バイエルン王国カウフボイレンに生まれた。父は林務官であり、作家

Vinzenz Chiavacci（1847-1916）の Ganghoferの伝記に書かれている、Ganghoferの父がよく語って

いたという母との馴れ初めのエピソード 13）や、Ganghofer自身の自伝的著作 14）などから、いわ

ゆるビーダーマイヤー的な市民階級の家庭であったことがうかがえる。アウクスブルクで機械工

として働くが、その後ミュンヘンおよびベルリン大学で文学と哲学を学び、1879年にはライプ

チヒ大学で哲学の博士号を取得する。

　1880年にミュンヘンのゲルトナープラッツ劇場で最初の戯曲『アマガウの木彫師』（Der 

Herrgottschnitzer von Ammergau）が上演される。その後ウィーンのリング劇場の文芸部員として
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働き、雑誌や新聞の編集者・ジャーナリストとしても活動する。当時人気のあった挿絵雑誌 Die 

Gartenlaubeに関わっていたことも、彼の名を広めることになった。その後小説家として大成功し、

1897年にはミュンヘン文学協会（Münchener Literarische Gesellschaft）を設立、Frank Wedekind

（1864-1918）など当時まだ無名であった作家を世に出したと言われている。彼の自宅や別荘（小

説の名前を取って「フベルトゥス」（Hubertus）と名付けられた）は、友人の作家 Ludwig 

Thoma15）をはじめ、Hugo von Hofmannsthal（1874-1929）、Rainer Maria Rilke（1875-1926）、Johann 

Strauß（1825-99）など、当時の作家や芸術家などが集まる社交の場となっていた16）。

　出版された戯曲、詩、短編小説、長編小説などは、未完のものを含め 115作にのぼる17）。長編

小説では、中世の出来事を題材とした歴史小説なども含め、多くはバイエルンやチロルのアルプ

ス高地が物語の舞台となっている。Ganghoferの小説の登場人物は農民であったり、猟師であっ

たりする。自らは教養市民層ではあるが、父の職業柄、こういった「素朴な人々」と接する機会

も日常的にあった。戯曲や小説では、社会階層に合わせてことばが書き分けられている。彼の小

説で用いられている方言については「似非」という批判もあるが18）、Ganghoferは聴衆に分かり

やすくするため、実際の方言を意図的にやわらげており、この「人工的なバイエルン方言」はい

までも映画やテレビドラマなどのモデルとなっている19）。

　Ganghoferの小説は早い段階から映画化されている20）。1912年には『ヴァレニの結婚式』（Die 

Hochzeit von Valeni）がドイツで、翌年にはオーストリアで映像化されている。Ganghoferは自ら

の作品の映画化については積極的であったという 21）。1918年の第一次世界大戦からの帰還後には、

Peter Ostermayr 22）と独占的な映画化権の契約が交わされ、この契約は 1971年まで継続・延長さ

れた。

表 1：映像化された Ganghofer 作品23）

＊1924年のバージョンは Sklaven der Liebe　　　　＊＊1958年のバージョンは Der Schäfer vom Trutzberg 
＊＊＊1932年のバージョンは Die blonde Christl

タイトル 初版出版年 映像化された年
Die Hochzeit von Valeni 1889 1912, 1913, 1918, 1924＊

Auf der Höhe 1892 1916
Der Jäger von Fall 1883 1918, 1926, 1936, 1957, 1967, 1974, 1993 （TV）
Der Edelweißkönig 1886 1919, 1938, 1957, 1975
Gewitter im Mai 1904 1919, 1938, 1987 （TV）
Der Ochsenkrieg 1914 1920, 1943, 1987 （TV）
Der Klosterjäger 1893 1920, 1935, 1953
Die Trutze von Trutzberg 1915 1921, 1958＊＊

Der Mann in Salz 1905 1921, 1989 （TV）
Das Schweigen im Walde 1899 1923, 1929, 1937, 1955, 1976
Die Bacchantin 1897 1924
Der Herrgottschnitzer von Ammergau 1880 1930, 1952
Der Geigenmacher von Mittenwald 1884 1932＊＊＊ , 1950
Schloß Hubertus 1895-96 1934, 1954, 1973
Waldrausch 1908 1939, 1962, 1977
Der laufende Berg 1897 1941
Die Alm an der Grenze （Original: Der Besondere） 1893 1951
Die Martinsklause 1894 1951
Lebenslauf eines Optimisten 1909-1911 1955
Der Unfried 1888 1986 （TV）
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　1915年から 1918年までの第一次世界大戦中には従軍記者として、西部および東部戦線より戦

況を伝えたり、あるいは戦争や帝国を賛美する詩を書いたりした。上述の引用にあったように、

ドイツ皇帝ヴィルヘルム二世が彼を愛読したこともあり、ふたりは個人的にも親交があった。

1917年には長年の友であった Thomaともどもドイツ祖国党（Deutsche Vaterlandspartei, DVLP 24））

の党員となる。しかし怪我を負って戦線から帰還し、ドイツが大戦に敗れたあとは政治的な発言

はしなくなり、1920年にテーゲルンゼーで没した。

III. 事例研究：『フベルトゥス城』（Schloß Hubertus, 1895-96）

　この章では、Ganghoferの小説および映画化された作品について詳細に述べる。本稿のテーマ

である“heile Welt”の表象と言説に関連するものとして、（1） 19世紀末を舞台にしている、すな

わち同時代の作品、（2） 第二次世界大戦以前および以降に映像化され、経時的な比較が可能な作

品、という条件を設定した。これに該当するのは、Der Jäger von Fall, Der Edelweißkönig, Das 

Schweigen im Walde, Der Herrgottschnitzer von Ammergau, Der Geigenmacher von Mittenwald, Schloß 

Hubertusがあるが、もっとも出版数が多い（1,283,000部 25））Schloß Hubertusを本稿では取り上

げる。

1. 原作のあらすじ

　原作の初版はシュトゥットガルトの出版社 Adolf Bonz und Compより、上巻（全 551ページ）

が 1895年に、下巻（全 557ページ）が翌年に出版された。本稿では 1998年に Pabel Moewig出

版社より刊行された版を用いた。

　19世紀末、バイエルンにある Egge伯爵の狩猟館フベルトゥス城（Schloß Hubertus）。病的なま

での狩猟愛好家の伯爵と、彼の子どもや猟師たちをめぐって話は展開する。Egge伯爵は狩猟の

ため山小屋に籠りきりで、愛娘の誕生日にも山から下りてこようとはしない。狩った獲物の角と

宝石のコレクションを誇りとしている。長男 Tassiloはミュンヘンで弁護士をしており、有名な

オペラ歌手 Anna Herweghと結婚したいと考えているが、伯爵には社会階層の低い人々や犯罪者

に肩入れする息子の職業が気に入らない。狡猾な次男 Robertはギャンブルにはまり、伯爵にとっ

ては金を無心する存在でしかない。陸軍将校である素直な三男Willyは伯爵のお気に入りだが、村

娘 Lieserlと逢い引きしている。末娘 Kittyは、父や兄たち、そして父からは認められていない兄

の婚約者 Annaをも愛する、優しく純粋で正義感に溢れた女性である。父を迎えに森に入ったり、

テニスで男性を打ち負かしたり、兄の結婚式にひとりで列車に乗ってミュンヘンに向かったりす

るなど、少々「はねっかえり」な性質でもある。彼女の傍には母親代わりの侍女 Kleesberg女史

がつねに付き添い、森で出会った画家 Hans Forbeckと彼女との恋愛を見守っている。

　一方、父親の代から伯爵に忠実に仕える村の猟師 Franz Horneggerは誠実な好青年であるが、

彼の父は猟銃で撃たれて死んでおり、その犯人は不明である。幼なじみのMali Brucknerが村に

帰って来て、彼女と恋に落ちる。だが、彼女の兄の Lenzはこの交際に反対である。

　狩猟館に集合した兄弟たちは、父親のいる山に入り狩猟に興じる。兄弟たちはそれぞれの問題
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を父親に話し、長男は勘当され、次男は相当の金を受け取り、二度と失敗しないよう釘を刺され

る（しかし再びギャンブルにはまり、最後には揉め事で死ぬ）。三男Willyは山から下りて、夜

中に村娘に会おうとし、窓から転落して死んでしまう。身分違いの恋愛が成就しないと悟った画

家の Forbeckは Kittyのもとを去り、Willyの死もあり、Kittyは沈み込んでしまう。

　猟師の間でも問題は起こっている。何かと Franzと競い合い、陰では伯爵の獲物を横流しして

いる陰険な同僚 Schipperの策略にはまり、Franzは伯爵から追放されてしまう。自分の兄が Franz

の父親の死と関わっていることを知ったMaliも彼から離れていき、村中に悪い噂を立てられた

Franzは絶望する。しかし望みの綱であった三男を失った伯爵は彼を許し、Franzはふたたび伯爵

のもとで働くことになる。父親殺しの真犯人であった Schipperは Lenzと揉めた末、死んでしまう。

この事件に巻き込まれたMaliは大けがをするが、一命をとりとめる。

　伯爵にはどうしても手に入れたい鷲の巣があり、村人を動員して巨大な梯子を作らせ、岩壁に

作られた巣を取ろうとする。しかし鷲の巣に手をやったそのとき、親鷲の攻撃にあい、結局巣材

に目をやられ失明、さらに病魔に襲われる。彼のもとに戻ってきた長男 Tassiloが部屋にいる気

配を感じ、彼を許し、その後息を引き取る。Kittyは Kleesberg女史の計らいで（実は Forbeckは、

彼女が生んだが、未婚であったため親に取り上げられ里子に出された実の息子であった）、

Forbeckと再会し、愛を確かめ合う。

2. 映像化作品

（1） 1934 年版

　Schloß Hubertusの最初の映画化は 1934年で、ナチスが政権を掌握した後に公開された。Kugler 

und Seeßlenによれば、Ganghoferの映画が「郷土映画」として製作されることになるのは 1930年

以降で、それまではむしろ笑劇（Schwank）や表現主義など、監督の志向が出ていた 26）。

Ganghoferイコール「郷土映画」という印象を決定づけたのは、1932年の、Franz Seitz 27）監督に

よるバイエルン・アルプスの麓町ミッテンヴァルトを舞台にした『ブロンドのクリストル』（Die 

blonde Christl）であったという 28）。

　映画 Schloß Hubertus は Ostermayr のベルリンでの映画製作会社 Dialog-Film GmbH Peter 

Ostermayrおよび Universum Film（UFA）の製作による。Ostermayrは Willy Rath（1872-1940）、

Philipp Lothar Mayring（1879-1948）とともに脚本にも参加している。監督はHans Deppe（1897-1969）

である。Deppeの映画はナチス時代、映画検閲局（Filmprüfstelle）から「芸術的に高い価値がある」

とお墨付きをもらうほどであったが 29）、戦後はすぐに復活し、数々の「郷土映画」を大ヒットさ

せた人物である。ベルリンやミュンヘンの劇場の舞台俳優の経歴を持つ Friedrich Ulmer（1877-

1952）が Egge伯爵、20歳でデビュー作となったオーストリア出身の女優Hansi Knoteck（1914-2014）

が Kitty、Ganghofer映画の常連であったオーストリアの俳優 Paul Richter（1887-1961）が Franzを

それぞれ演じている。悪役の Schipperは Hans Adalbert Schlettow（1888-1945）が演じている。こ

の俳優はナチス時代を象徴する人物である。国粋主義的で反ユダヤ主義的な「ドイツ文化闘争同

盟」（Kampfbund für deutsche Kultur）のメンバーであり、「天才名簿」（Gottbegnadeten-Liste）にもっ

とも重要な俳優のひとりとして名が挙げられているが、1945年の終戦直前に「ベルリンの戦い」に
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おいて死亡した。この映画では Kittyと Forbeckの恋愛話は後景に押しやられているのだが、「主役」

としてキャスティングされているのは Forbeckである。演じたのは Hans Schlenck（1901-44）で、当

時は人気俳優であった。彼もまたナチス時代を象徴する人物である。ナチス親衛隊（Schutzstaffel, 

SS）のメンバーであり、少尉として前線に出向き、ハンガリーで戦死した。

　ストーリーはかなり簡略化され、登場人物も限られている。しかし大まかなところは原作に忠

実に作られている。この映画の見どころはストーリーよりもむしろ映像にあると感じる。アルゴ

イ・アルプスでロケーション撮影されており、白黒ながらもアルプスの山々の迫力を感じ取るこ

とができる。とくに Egge伯爵が長い梯子を上って岩壁の鷲の巣に近づき、親鷲に襲われるシー

ン（図 1および図 2）のセットは、当時相当なスペクタクルとして聴衆にインパクトを与えたこ

とは想像できる。このシーンは後の 1954年版と 1973年版でもクライマックスのシーンとして繰

り返されている。

出典：Schloss Hubertus （1934）　製作：Dialog-Film GmbH Peter Ostermayr, Universum Film
監督：Hans Deppe　脚本：Peter Ostermayer, Willy Rath, Philipp Lothar Mayring © Filmverlag Fernsehjuwelen

図 1：岩壁に掛けられた長い梯子を Egge 伯爵
（Friedrich Ulmer）が登っていくシーン（1:12:00）

図 2：岩壁の鷲の巣近くで親鷲に襲われる Egge
伯爵（1:13:08）

（2） 1954 年版

　映画の 3つのバージョンのうち、もっとも特徴的なのはこの 1954年版である。まず舞台が戦

後の西ドイツに変えられている。冒頭、アルプスの山々と緑の牧草地を背景に、田舎道をカブリ

オレのメルセデス・ベンツが走っている。車内にいるのは都会的な身なりをした Tassiloと

Willy。牧草を乗せた荷車を馬に牽かせる村娘 Lieserlとは対照的である。アルプスの山のなかで

狩猟をする Egge伯爵や Franzら猟師たちはバイエルンの民族衣装を着ている（図 3）。一方、

Kittyは、狩猟館で絵のモデルをしているときには貴族風の白いドレス（図 4）、外出時には流行

のファッションに身を包み、華やかさが演出されている。ここでも田舎風のドレスにエプロンと

いう Lieserlと対照的である。ドイツの《伝統的な》城と、北イタリア沿岸の《最新の》バカン

ス地など、この映画では、ドイツ人が憧憬するさまざまなものが、新旧織り混ぜ、色鮮やかに映

し出される。

　ストーリーは Egge伯爵の家族ドラマという形でまとめられており、猟師たちの話は後景に退
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いている。伯爵は失明するが、近代医学をもってすればもはや死ぬことはない。伯爵が Kittyと

Forbeck、そして Tassiloと Annaを許すところで映画は終わる。

　製作は独占的映画化権を持っていた Ostermayrの Peter-Ostermayr-Produktionによる。彼は脚本

も単独で担当している。監督は、戦後の西ドイツで数々の映画に監督・脚本家として関わった

Helmut Weiss（1907-69）である。Egge伯爵は Friedrich Domin（1902-61）、Tassiloはドイツの映画・

テレビ俳優 Heinz Baumann（1928-）、Forbeckはオーストリア人の舞台俳優Michael Heltau（1933-）

が演じている。1934年版でも猟師 Franzを演じた Paul Richterが齢 60を前にして同じ役を配され

ている。Kittyを演じたのはMarianne Koch（1931-）というドイツの女優である。彼女の母親は未

婚で彼女を生んだ。父親はユダヤ人で、ヒトラーの政権掌握後にアメリカに亡命した。医学の勉

強中に女優として抜擢され学問は断念したが、のちに俳優を辞め、医学の学位を取得し、いまな

お現役の内科医および作家として活動している 30）。こういった若い俳優やユダヤ系の俳優のキャ

スティングは、ドイツ映画界の戦前のリセットと戦後の再出発を感じさせるものであっただろう。

しかし実際には、題材も製作者も俳優も多くは戦前から引き継がれたものであった。Ganghofer

の映画に代表される「郷土映画」は毎回 500万人を動員し、1950年代を象徴する文化現象で

あったが、この「おじいちゃんが見る映画」は、時代の流れのなかで 1960年代に入ると急速に

廃れていくことになる 31）。

出典：Schloß Hubertus （1954）　製作：Peter-Ostermayr-Produktion　監督：Helmut Weiss
脚本：Peter Ostermayer　© Filmverlag Fernsehjuwelen

図 3：（右から）アルプスの山で狩猟に出かける
Egge伯爵（Friedrich Domin）と猟師のFranz（Paul 
Richter）および Schipper（Karl Hanft）（24:52）

図 4：（右から）古城のなかで肖像画のモデルと
してドレスに身を包む Kitty（Marianne Koch）
と三男 Willy（Raidar Müller-Elmau）、絵を描く
Forbeck（Michael Heltau）（36:24）

（3） 1973 年版

　このバージョンの監督はオーストリア出身の Harald Reinl（1908-86）である。法学博士である

彼は、エキストラのスキーヤーとして山岳映画に出ていたが、その後 Leni Riefenstahl（1920-2003）

のアシスタントとなる。1960年代に Edgar Wallace（1875-1932）や Karl May（1842-1912）といっ

た娯楽大衆小説の映画化の監督として有名になった。1970年代には「郷土映画」はすでに過去

のフォーマットであったが、たとえば休暇旅行先としてのアルプスや黒い森、Ganghoferを含む
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通俗的な「郷土小説」、歌謡曲の一ジャンルである「民族音楽」（Volksmusik） 32）などは根強い人

気を保っていた。しかしこれらが再びブームとなるのはこの映画からおよそ 10年後のことであ

る。巨額の制作費（約 150万マルク）や派手な宣伝にもかかわらず、このリメイク映画シリーズ

はヒットにつながらなかった 33）。

　内容的には 1934年版のカラーバージョンといったところである。端折っている部分はあるが、

物語の舞台となる時代を含め、基本的には忠実に原作通りの設定およびストーリー展開となって

いる。だからこそ映画としての見どころを、アルペンの景色と巨大な梯子のセット以外に見つけ

ることは難しい。時代的なアクチュアリティが重要な要素となる通俗小説のアダプテーションの

難しさを感じさせる作品である。

　Egge伯爵は舞台および映画俳優の Carl Lange（1909-99）、Tassiloは映画 Sissi三部作（1955, 

1956, 1957）でオーストリア皇帝フランツ＝ヨーゼフ 1世を演じ人気を博した Karlheinz Böhm

（1928-2014）、Franzはオーストリアの俳優 Robert Hoffmann（1938-）、Schipperは人気映画・テレ

ビドラマ俳優 Klaus Löwitsch（1936-2002）がそれぞれ演じている。Kitty役の Ute Kittelberger（1958-）

は 15歳でティーンエージャー向け雑誌 BRAVOのモデル BRAVO Girlに選ばれて配役されたが、

映画 4作品で引退している。

IV. Ganghofer 作品と“heile Welt”の言説

　小説 Schloß Hubertusは 19世紀にヨーロッパで流行していた「メロドラマ」 34）として捉えるこ

とができる。善悪が二分化された人物描写（「善」としての Tassilo, Kitty, Franzと、「悪」として

の Egge伯爵、Robert, Schipper）、ハッピーエンド（Egge伯爵と Tassiloおよび Franzとの和解、

Tassiloおよび Kittyの身分違いの恋愛の成就 etc.）、あり得ない偶然が重なるストーリー展開（と

くに Kleesberg女史と Forbeckとの親子関係）、農民や猟師たちを支配している保守的な道徳観、

冗長な背景描写（とりわけアルプスの「美しい」風景）、説明過多な心理描写とセリフまわし、

筋とは関連しない些末な出来事の挿入――こういった特徴は、まさにメロドラマ的通俗文学その

ものであり、「型にはまった」（klischeehaft）ものだとして斬り捨てることは容易である。

　しかし、たとえば Egge伯爵の死を善による悪の克服と捉えるのは難しく、三男を失ったあと

に教会を密かに訪れる伯爵の心情など、この小説が善悪の二分化ばかりではないことが分かる。

悪人の Schipperでさえ Egge伯爵に対しては人間らしい思いやりの感情を見せている。Kittyの自

立心や芯の強さ、そして一見「いかず後家」の典型である Kleesberg女史の意外な過去と行動力

なども、保守的・伝統的な女性観に収まってはいない。田舎の小さな村で生じる人間関係のいざ

こざや、社会的身分の上昇を目指して狡猾に計算する村人の行動は、前近代的な共同体や農民／

猟師のロマン主義的称揚とは言い難い。たしかに Ganghoferは、自分自身も属していたような理

想的な家族や共同体、つまりユートピアを描いていることは事実である。しかしこれは 19世紀

の通俗文学全般がよって立っていた当時の「大衆に共感を呼び得る既成道徳」 35）であったはずで

ある。したがって、後になって他の大衆文学作家ではなく Ganghoferがとくに取り沙汰されて糾

弾されるようになったことには、別の何らかの契機があったと考えるべきであろう。
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　その契機のひとつとして Braitoが指摘するのは、Hans Schwerteによって 1968年に出版された

Ganghoferを標的にした論考 Ganghofers Gesundung -- Ein Versuch über sendungsbewußte Trivialliteratur

（「Ganghoferによる健全化――使命感をおびた通俗文学についての試論」、以下 GG）である 36）。

　Schwerteはまず 18世紀後半に生じた通俗文学の通俗性は、「詩的言語とも社会的状況とも関連

しないことによる」（GG, 154）ものであるとし、通俗的な農民文学をはじめとする 19世紀を通

じて生じた「郷土芸術」は、「詩と社会のあらゆる近代性に対抗する意識的なイデオロギー的プ

ログラム」（GG, 156）であるとする。Ganghoferの著作を特徴づける「健康」「健全さ」「明るさ」

「高み」「高地」――こういったものはすべて「深く考えないナショナリズム」や「ヴィルヘルム

二世時代のブルジョワジーのプロイセン＝ホーエンツォレルン的君主主義と彼らの郷土と民族へ

の憧憬」と結びついている（GG, 158）。「高み」「山頂」「山」「高地」というのは、ゲーテをはじ

めとする芸術家たちには高貴な魂の存在と人間の本質の比喩であったが、Ganghoferにおいては

「芸術的に形作られたイメージの緊張状態と対立の深みもなく、創造性もなく、人間をめぐる問

いもない」（GG, 168）。つまりそれは「通俗文学と権力イデオロギーが互いに認め合った」（GG, 

161）状態なのである。

　Schwerteは Ganghoferの自伝的著作 Lebenslauf eines Optimistenから多くを引用しながら、

Ganghoferの思想がドイツ帝国と密接に結びついていたことを示し、彼の「健全な」「高地の」郷

土文学によって、クリシェと単純さのみを欲する通俗文学の読者に、「土」「家」「故郷」といっ

たイデオロギーを植え付けようとしたことを厳しく批判する。たしかに Lebenslauf eines 

Optimisten には、Ganghoferが当時の時代に支配的であった政治的・思想的傾向が表れている部分

もある。しかしすでに見てきたように、実際の彼の小説にこのような政治的イデオロギーを読み

取るほうがむしろ難しいのである。作家の思想が小説にそのまま反映される、あるいは作家が自

らの作品に込めたメッセージを読者がそのまま受け止めるといった、おそらく現在の文学理論に

おいては一蹴されるような素朴な方法論的問題はさておき、資本主義の商品である通俗文学が（内

容など
0 0

どうであれ）、すでにそれ自体体制側のイデオロギー的産物であるという Schwerteのよう

な見解は、1960年代後半以降、ドイツにおいて非常に影響力を持つことになる。このことにつ

いて、通俗文学研究者のWalter Nutzは次のように記している。

　数多くのパラダイム転換の年として承認することのできる 1968年という年は、通俗文学

に対する道徳的・教育学的・美的批判を、部分的には硬直した、イデオロギー批判へと変化

させた年であった。［…］

　多くの著者らはそもそも、こういった文学に関心があったわけではなかった［…］。彼ら

は通俗文学を、こういった出版物が（予め計画された）「体制」を肯定する類のものであり、

資本主義の文化産業の生産物として、人間を「文化的」に抑圧し、物質的・政治的により巧

妙に搾取することに加担しているという証拠を示す標識として用いただけであった。 37）

　Schwerteの論考が、ドイツにおける通俗文学研究のための参照点となり、この研究領域の

Ganghofer像に多大な影響を与え 38）、彼のイメージが再生産されることになったというのは考え
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られ得ることである 39）。

　一方、よりジャーナリスティックな言説における Ganghoferのイメージは、こういった学術的

なイデオロギー批判の言説に影響を受けながらも、より一般的で表象的なもの、具体的に言えば

1950年代の（Ganghoferのものとは限らない）「郷土映画」と結びついているように思われる。

　「郷土映画」では、美しい自然、古い街並み、民族衣装をまとった人々と祝祭の光景と、「経済

の奇跡」の象徴であるドイツ製の車や流行の服、あるいは人々の憧れの旅行休暇先の景色が混ざ

り合っている。こういった郷土映画に表象される「ドイツ的なもの」は、敗戦国ドイツの精神的

な再興において大きな役割を担っていた。この混ざり合いにみられるのは、「伝統的な社会構造と、

同時代の経済的・政治的現実との、調和的な両立」 40）であり、映画史的にみれば、戦後の郷土映

画というのは、「「郷土」という馴れ親しんだ図像を動員して、「都市」対「田舎」といった古い

対立よりも、全西ドイツ市民の社会的安寧と経済的繁栄の前提条件としての近代性への共通の信

仰に基礎をおく、新しい共同体のアイデンティティを構築しようとする」 41）プロジェクトであっ

たといえる。

　ではなぜ冒頭の Der Spiegelインタビューのように、後の時代において、1950年代のこういっ

た「郷土映画」が“heile Welt”を描く表象形態と捉えられるようになっていったのだろうか。

　すでに述べたように、“heile Welt”という言い回しは、1950年に出版された Bergengruenの詩

集 Die heile Weltが起源とされている。「おまえの心臓から血がほとばしる／その痛みのときのな

かでも／誰も世界を傷つけることなどできない／ただ外皮が引っ掻かれるだけ／一番内側の輪の

なかに深く／世界の芯は安らかに無傷のままある」 42）と自然の不変と信条告白を謳うこの詩は、

戦後に「瓦礫の詩」（Trümmerlyrik）として学校の教材としても取り上げられ、広く人々が口にす

ることになった 43）。ドイツ人にとって戦後の「郷土映画」に映し出される故郷や伝統（これらは

実際のものである必要はなく、想像され創造されたものであってもよかったであろう）と、それ

らとは決して矛盾しない「社会的安寧と経済的繁栄」の光景は、戦争で傷ついてもなおその深い

「芯」のところでは、そのまま「ドイツ的」であり続けられる「無傷の世界」（“heile Welt”）の表

象であったのではないか。そしてまさにここにおいて戦前から戦後までずっと「郷土映画」の代

名詞となってきた Ganghoferと“heile Welt”とが結びつけられたのではないか。

　この“heile Welt”という言い回しもまた、戦争によって「芯」まで傷つけられた人たちからの

批判を逃れ得なかった。たとえば Theodor W. Adornoは、Bergengruenの Die heile Weltに読み取れ

る「そ
ダ

こ
ー

に
ザ

在る
イ

もの
ン

への感謝に満ちた肯定の感情」を称賛する Otto Friedrich Bollnow 44）と

Bergengruenとを痛烈に批判する。

　ベルゲングリューンのこの詩集は、ガス室に送られたものの完全には死に至らなかったユ

ダヤ人たちが、生きながら火のなかに投げ込まれ、意識を取り戻して叫んだあの時からほん

の数年後のものにすぎない。〔ところが〕この詩人［…］とそれを評価する哲学者気分の教

育学者が耳にしたのは、讃歌のみなのであった。45）

　1950年代が過ぎ、1960年代に入ると、世代間の価値観・道徳観の相違と葛藤、経済復興がも
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たらした社会問題や環境破壊、戦争責任をめぐる議論など、西ドイツにおいてはさまざまな問題

が顕在化してくる。保守的で復古的で権威主義的でナチス時代と変わることのない――少なくと

も後続の世代からはそう批判された――1950年代の価値観を体現する“heile Welt”は、もはや

嘘っぽさや俗っぽさや欺瞞すら感じさせるものとなり、Adornoのことばでいえば、「ドイツの小

市民的キッチュ」 46）以外の何ものでもなくなってしまった。それとともに“heile Welt”と結びつ

いていた Ganghoferも、“heile Welt”の表象と批判的言説のなかで、そのイメージだけが再生産

されることとなったのではないだろうか。もっとも、学術界や批判的ジャーナリズムから乖離し

た大衆文化においては、“heile Welt”は「無傷」のまま、ユートピアの表象としてあり続けてい

るのだが。

V. おわりに

　冒頭でも述べたように、“heile Welt”は、ドイツの大衆文化研究においてかならず遭遇する言

い回しである。娯楽小説、テレビドラマ、歌謡曲、大衆紙――これらは内容を精査されることな

く、批評家たちに“heile Welt”として鼻先であしらわれて終わりである。一方、日本では、「感

動をありがとう」というフレーズから、ディズニーランドまで、“heile Welt”は溢れかえっている。

その状況に対する批判はもちろん可能であるが、たとえば TVアニメーション『アルプスの少女

ハイジ』の生みの親のひとりである宮崎駿が“heile Welt”を描いているという理由だけで、彼の

作品を否定する批評が成り立つとは、日本においては考えにくい。

　しかし本稿で示してきたように、ドイツにおいて、この“heile Welt”という言い回しは、たん

なるユートピアの表象ではない。19世紀からナチス時代までのドイツ・ナショナリズムと密接

に結びついたロマン主義的な風景や概念が、あの戦争のあと、あたかも何事もなかったのように

ドイツ的な《本来性》をともなって復活する。しかしそれは、少なくとも学術界においては許さ

れることではなかった。ただしその学術界は大衆とはかけ離れた場所に存在する――“heile 

Welt”とは、こういった歴史的、文化的背景があって初めて理解可能な言い回しなのである。

　もっとも、ドイツの大衆文化研究においては、それ自体がクリシェとなってしまい、それゆえ

Ganghoferをはじめ、通俗文学やその他の大衆文化の理解を妨げてしまっていることはたしかで

ある。本稿で引用した Braitoによる Ganghoferとその時代についての大著（Ludwig Ganghofer und 

seine Zeit）や、さまざまな分野の著者が Ganghoferの見直しを図った Jürgen Kraus und Astrid 

Pellengahr （Hrsg.）: Kehrseite eines Klischees: Der Schriftsteller Ludwig Ganghoferなど、これまでドイ

ツ文学において無視されたり、貶められたりしていたこの作家を再評価する動きも出てきた。ク

リシェとして用いられる“heile Welt”の概念の見直しもまた、その際の必要な作業となるだろう。

　本研究は 2017年度奈良大学研究助成を受けた成果である。
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Summary

Representations and Discourses on “heile Welt” in German Popular Culture after World War II: 
Reflections from a Case Study of Ludwig Ganghofer＇s Romance and Films

　The idiomatic expression “heile Welt” in German is used in a positive sense to describe “utopia.” At the 

same time, it also serves as a cliché criticizing the trivial.

　Ludwig Ganghofer （1855-1920） is regarded as one of the most famous authors to have expressed the 

concept of “heile Welt” in his works. Images such as “Heimat” （“homeland”）, “Hochland” （“highland”）, 

and “Dorf” （“village”） resulted in ideological criticism in the German Studies of the late 1960s, which 

later led to the academic discourse that Ganghofer aided the spread of German nationalism. 

　On another front, the journalistic image of Ganghofer is assumed to be connected to the post World War 

II “Heimatfilm” （homeland film） whose producers and actors, in fact, carried on with their activities during 

and after the Nazi era. The genre “Heimatfilm” played a crucial role in the reconstruction of German 

national identity following the war.

　The term “heile Welt,＂ allegedly taken from the poetry book Die heile Welt （The Unhurt World） 

published in 1950, offered an appropriate description of what the “Heimatfilm” actually represented. The 

“Heimatfilm,＂ as typified by Ganghofer＇s films and other reactionary, patriarchal cultures of that decade, 

were subjected to harsh criticism by the later generation of the 1960s. Along with this movement, the 

representations which the “heile Welt” expressed were increasingly regarded as delusive “kitsch.” 

　As I show in this paper, however, Ganghofer＇s works are pure entertainment. Recent research on 

Ganghofer tends to reevaluate his works differently from the rigid ideological critics or interpretations like 

“heile Welt＂-kitsch.

Keywords: “heile Welt” （“unhurt world”）, Ludwig Ganghofer, Federal Republic of Germany after the 

World War II, trivial literature, “Heimatfilm” （“homeland film”） 




